
















要約  心身症小児を対象として、平成 6 年度、7 年度、8 年度と 3 回の前方視的調査を行

った。対象は初診時に心身症が疑われた 3回の調査の共通症例 195 名(男児 95 名、女児 100

名)である。調査対象施設は、大学病院小児科(4 施設)専門病院児童精神科(1 施設)とその

関連医療機関である。調査結果では、(1)初診時に心身症が疑われたもののうち、 2 年後

には約 80%の症例で症状は軽快あるいは消失し、残りの約 10%は神経症あるいは精神疾患

が疑われるものであった。(2)背景因子の消失と症状の消失は必ずしもー致しないが、背

景因子が消失したもののほうが早期に改善する傾向があった。(3)症状を一時期でも消失

あるいは軽減させた対応としては、初期には母親の対応が、その後は学校での対応があげ

られていた。(4)対応の具体的内容については、母親と担任教師、養護教諭の受容的な態

度が症状軽快に有効であったと考えられる症例がしばしばみられた。


